
　京都発明協会では、中小企業等の知的財産の創造・保護・活用の促進を目的に、知財（知的財産権）に関する各種無料相談事業
による支援を行っています。京都府在住または勤務されている方、どなたでも相談可能です。

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画連携係　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

京都発明協会からのお知らせ
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●各支援事業の詳細についてはホームページにてご覧いただけます。

INPIT京都府知財総合支援窓口 京都府
サポートセンター

INPIT京都府
知財総合支援窓口

075-326-0066

京都府知的財産
総合サポートセンター

075-315-8686

京都府スタートアップ
グローバル知財
サポートデスク
075-315-8686

知的財産に関するお悩みはありませんか？

まずはお電話でご相談下さい！【秘密厳守】
▼1回1時間の相談が無料▼知財専門家（弁理士・弁護士等）への相談も無料▼相談の回数制限もありません。
▼対面のほか電話、メール、オンライン等でも相談可能です。

電話 075-326-0066
INPIT京都府知財総合支援窓口

経験豊富な知財相談員が、皆様のご相談に適
切に対応いたします。初歩的な質問でもご遠
慮なくお問い合わせください。
※ご相談の日時は事前予約となっております。

意匠 商標特許
実用新案

守秘・知財
契約

中里 兼次 吉川 昭男 植田 あけみ 今井 由喜夫 大坪 隆司 小倉 一郎 大嶋 敏也 原 伸郎 福本 徹

<知財相談員のご紹介>

　このデータを月毎に集計しようとするのですが、各項目は平
均・最高・最低・合計と、集計方法がそれぞれ異なっています。こ
のような場合でもpandasでは列毎に違う統計量を一度に計算
することができ、集計期間の指定と組合せて、表３のような集計
を１コマンドで実行することができます。

　全体作業としては、①csvの読込み＆書式指定、②不要行の
削除、③不要列の削除、④集計の４コマンドで実行することがで
きます。年月日が各月末日となっていますが、表記を月までに
変換することも可能です。年度の違うデータや集計期間の変更
といった別条件を調べたい場合は、コードの一部を変更するこ
とで実行することができます。

活用と気をつけたい点
　例は品質の良いデータ例でしたが、実際には重複や欠損など
がデータに含まれることはよくある話です。それらをどう扱うか
は判断が必要になりますが、pandasでは削除・置換といった操
作も容易です。条件別にグループ化して計算したり、共通項目
によるデータ結合など、時系列以外にも様々な種類のデータで
活用することができます。一方で、コマンド操作でミスに気づか
なかったり、操作に慣れるまでの初期学習やPythonの基礎知
識などが必要となる面もあります。コスト以上にリターンが得
られる可能性がある一方で、状況によっては別の手段を使う方
が効率的な場合もあります。目的と状況に応じて、pandasを手
段の１つとして検討してみてはいかがでしょうか。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画連携係　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

pandas概要
　pandasとは、プログラミング言語Pythonで利用することが
できる、データ分析を支援するオープンソースライブラリのこ
とです。数多くあるプログラミング言語の中でも、Pythonは
コードの記述がシンプルで多様なライブラリが提供されてお
り、機械学習などにも利用されています。
　pandasでできることは非常に多岐に渡りますが、大雑把に
言うとコマンド操作型のExcelなどをイメージすると分かりやす
いかもしれません。マウスを使った直感的な操作ができないた
め扱いが難しく思えますが、複雑な処理を簡潔に実行できる多
様なコマンドが用意されています。大量のデータを扱う場合や
繰り返し作業を自動化したい場合など、目的に応じてpandas
を利用することで効率的に作業を行うことができます。

時系列データにおける利用例
　気象データを例に、pandasのイメージをご紹介します。表1
は気象庁で公開されている京都市の過去１年分の気象データ
を引用したものです。（JupyterLabと呼ばれるPythonの実行
環境を利用し、CSV形式のデータを読み込んでいます）

　例えば、記録保存していたデータがこのような日データで、
月毎の集計データが必要となった場面を想定します。
　pandasでは時間の要素を持つ時系列データに対して、期
間を指定して集計するコマンドが用意されています。注意が
必要なのは、時間のデータをコンピュータが時間であると認
識している必要があります。例えば表１の場合、現状ではコン
ピュータには「年月日」のデータが日付ではなく単なる文字の
並びとして認識されています。そこで、時系列データとして扱
うために「年月日」が日付型であると指定しインデックス（見出
し）にします。利用しない行と列を削除することで、表１から表２
のようにデータを整形します。（表１の6列目は降水現象の有
無を表記）

　データ活用の重要性については様々な場面で挙げられていますが、いざ取り組むとなると、データの収集・整理・分析と、負担は大
きいものです。効率良く作業するためには、データの変形や集約といった柔軟な操作が重要であり、そのための手段の１つとして
pandasの利用が挙げられます。

企画連携課 企画連携係
Pandasを利用したデータの取り扱い
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表２ 整形後のデータ

表１ 過去の気象データ

表３ 集計後のデータ


